[bookmark: _GoBack]広島県政・研究者懇談会（2017年３月５日）
村上　博
はじめに
・11月28日に２期目の任期満了を迎える→県知事選挙
　現職は3選立候補に前向きとの見方は強い。（中国新聞1月5日）
　県議会内では評価が割れている。
　○最大会派で自民党系の自民議連：
　　　他県との地域間競争が激しさを増す中、発想力や実行力を評価。
●自民党系の自民党議員会：
　　「成果主義で職員が疲弊している。成果も目に見えてこない」と批判を強める
・統一戦線の新しい形：市民と野党との連合
　　新しい政治を反映した白書づくり
　　　政策内容：NPMに基づく地方創生←→下からの地域再生
　　　執筆陣：新たな人への拡大

Ⅰ．知事
１．第1期
・2009年11月に知事に就任
・就任から2年は、不要な事業をあぶりだす事業仕分けを実施
　　事業仕分けは１つの事業が有効かどうかを見るには良い。
　　2009年度に21事業9億3000万円、10年度に80事業11億円を廃止
・2010年10月：ひろしま未来チャレンジ策定
・2011年：ひろしま産業新成長ビジョン~イノベーション立県を実現します~
・12年度は政策目標に沿った事業かどうかを見る事業レビューという方法に切り替えた。
　　予算主義から成果主義への転換をさらに促す方法に切り替えた。
・2013年度
　　「捨てる戦略」を主眼に経営資源マネジメント協議を実施。（「強化」書2１3頁）
　　効果があっても優先度の低いものは、思い切ってやめていく姿勢
必要であっても優先度の低いものは、ばっさりやめるという発想。
　←判断基準が重要：
成果を出すにはクリティカルマスを意識し、イノベーションを起こす必要がある。

２．第２期
・2015年10月：ひろしま未来ビジョン改訂
　　目指す姿：仕事でチャレンジ！暮らしをエンジョイ！活気あふれる広島県
　　　　　　　~仕事も暮らしも。欲張りなライフスタイルの実現~
　　目指す姿の実現に向けて、４つの政策分野の好循環をより一層推進するため、３つの視点（①イノベーション、②ファミリー・フレンドリー、③都市と自然の近接ライフ）
を掲げる。
　・４つの政策分野
1 人づくり
2 新たな経済成長
・産業イノベーション：海外成長市場を獲得しています。
・観光：観光が成長を支える産業の１つとなっています。
3 安心な暮らしづくり
4 豊かな地域づくり
・瀬戸内海：交流人口の増加により地域経済が活性化し、豊かな地域社会が実現

・2016年の年度初め
　「フィクションを排そう」
　　特に施策を進めていく上で、我々がやっていることが本当に目指している社会的な変化を生んでいるか、それをしっかりと見つめていこう、ということ。
・2016年の部長の夏合宿以来
　　インパクトという概念を導入してきた。この目指すべき社会的変化を生むインパクトがあるかどうか、これを問う、ということ。
・2017年新年の「年頭の詞」
　　我々が目指している「卓越」
　　本質的に求められるべきことは、望ましい社会的な変化、インパクト。
　　例：観光産業、アメリカ現職大統領オバマの広島訪問
　　やっている日々の地道な業務と大きなインパクトを結びつけていく。←常にPDCAを回していく。インパクト、細部、この両方が大事をしっかり意識する。
　　今年の県庁の新しいスローガン：
「仕事でチャレンジ、仕事をエンジョイ、もちろん暮らしもね。」
→NPM（ニュー・パブリック・マネージメント）改革
・企業も行政も組織運営の方法は同じだ。組織運営の基本は民間も行政も同じだ。
（日経グローカル194号、2012年23頁）。
・広島県マネジメント研究会編『しごとの「強化」書』ぎょうせい、2016年8月
　　“成果志向の行政経営”（はじめに）
　　　　県行政の運営に民間企業の経営手法を導入（3頁）
　　　　民間企業の経営戦略は行政活動の選択と集中、優先化、重点化に大変役立つ(13頁)
　　　　ビジネス用に開発あれた経営戦略やマーケティング戦略に係るフレームワークを応用することが有用である。（60頁）

Ⅱ．中国新聞（2016年12月29日）
・観光産業の分野
せとうちDMOが2016年4月に発足
　　県庁を拠点として、瀬戸内海の観光振興を目指す官民組織
　　出資による財政支援、利用者特性に応じたマーケティングの2本柱で観光産業の活性化に取り組む。2009年頃打ち出した「瀬戸内海・海の道構想」の具体化だ。
　　年間観光客数5,500万人→7,000万人
・人材育成の分野
　　国際社会などで活躍する人材輩出を目指し、大崎上島町に設置する中高一貫のグローバルリーダー育成校（GL校）の19年春の開校に向けた動きが本格化
　　17年度、実施設計に入る。建設費42億円を投じる大型プロジェクト。
　　２月に基本構想をまとめ、5月に大崎上島町への設置が決まる。10月に設計案を発表
・広島空港の民営化方針
県営広島西飛行場跡地の活用方針
　跡地利用計画（素案）（2017年1月18日、都市圏魅力づくり推進課）
　　ビジョンや上位計画を踏まえた跡地利用の方針：
1 県・広島市の持続的な発展に資する複合的なまちづくり
2 イノベーションを加速させ、新たな経済成長を生み出すまちづくり
　　　　　　「スポーツ・レクリエーション」、「新たな産業（雇用、にぎわい）」の機能により、人材の育成・集積が進み、そこに集まる人々の活発な交流が生まれることで、様々な分野でのイノベーションが創出され、新たな経済成長が生まれるまちづくりを進める。
3 ウｵーターフロント地区特性を生かした“ひろしまブランド”の発信拠点となるまちづくり
　広島の新たな観光拠点として、国内外の多様な地域から多くの人を呼び込み、広島の魅力を世界に発信するまちづくりを進める。
　　3月末を目途に跡地利用計画を策定する。
　→16年度にまとめた活用案を基に、17年度、活用が具体化へ動き出す。
　　水辺の立地を生かした水陸両用機などの陸揚げスロープや道路整備に向けた設計に入る（中国新聞2月15日）
・5年ぶりに2015年改定した県総合計画を反映。仕事と暮らしの両方を充実させる「欲張りライフ」を新たなライフスタイルとして打ち出し、県民への浸透を図っている。
・来年度当初予算の編成が2期目の集大成
　
Ⅲ．事業
１．2010年
　　10年後の未来を展望して「ひろしま未来チャレンジビジョン」を策定
イノベーションを重要な視点として掲げる。
1 人づくり、②新たな経済成長、③安心な暮らしづくり、④豊かな地域づくりの４つの政策分野を相互に関連させ、相乗効果をもたらしながら好循環する流れをつくり出す

２．2016年から〔ひろしま未来〕チャレンジビジョンの改定
　◎新たに｢目指す姿｣を設定
　　　｢仕事でチャレンジ！暮らしをエンジョイ！活気あふれる広島県~仕事も暮らしも。欲張りなライフスタイルの実現~｣
　◎目指す姿の実現に向けて、４つの政策分野の好循環をより一層推進するため、
　　①人づくり
　　　多様な人材の育成や集積などあらゆる分野の基礎となる≪人づくり≫
　　　　少子化対策
　　　　女性の活躍
　　　　働き方改革
　　　　人の集まりと定着
　　　　多様な主体の社会参画
　　②新たな経済成長
　　　イノベーションを持続的に創出し、雇用や所得を生み出す≪新たな経済成長≫
　　　　産業イノベーション
　　　　農林水産業
　　　　観光
　　　　交流・連携基盤
　　③安心な暮らしづくり
　　　暮らしに直結した生活基盤を支える≪安心な暮らしづくり≫
　　　　医療・介護
　　　　健康
　　　　福祉
　　　　環境
　　　　防災・減災
　　　　消費生活
　　　　治安
　　④豊かな地域づくり
　　　個性や資源を生かした≪豊かな地域づくり≫
　　　　魅力ある地域環境
　　　　瀬戸内
　　　　中山間地域
　　　　平和貢献
３つの視点を掲げる
　　①イノベーション
　　②ファミリー・フレンドリー
2 市と自然の近接ライフ

３．来年度施策の〔県政運営の〕基本方針〔2017〕（12月20日発表）
キーワードとして「行動」を盛り込んだ。
→共感から行動へ、というところへ軸足を進めて行く
　　　働き方改革では、個別調査をベースに企業支援を展開
　　　　県雇用労働政策課働き方改革推進担当の兼田主査：
　　　　　優良事例の「見える化」によるマニュアル作り
　　　　　経営者向けの勉強会
　　　　　企業内の推進役となるキーパーソンの育成
　　　　　改革に意欲がある企業へのアドバーザー派繾（中国新聞2月17日）
　　　教育では、幼児教育のアクションプログラムを実行に進めて行く

４．〔ひろしま〕さとやま未来博〔2017〕（~11月26日）
　　2017年度事業費で1億7200万円
　　県土の約7割を占める中山間地、人口は県全体の13%
　　13年度に中山間地域振興条例の制定
　　14年度には振興計画を策定

５．2017年度予算
・知事は「県民総欲張りライフ応援予算」と命名（中国新聞2月14日）
　　働き方改革の関連費として、約1億円を当初予算案に盛り込んだ
・就任以来力を入れてきた経済成長には75億4900万円を投じる。
　　起業や新事業に挑む人の連携や交流を後押しする。
・人づくりは63億300万円
　　妊娠・出産・子育ての相談にワンストップで応じる支援拠点「ひろしま版ネウボラ」
の県内全域への展開を見据え、モデル事業を始める。
・県議会での「欲張りライフ」巡り応酬（広島県議会〔定数64〕の対応状況）
（中国新聞2月23・24日）
　　自民党議員会（7人）：知事と距離を置き続ける
「欲張りライフ」を最重要課題とするのは妥当ではない。
←「個人の価値観に入り込んでおり妥当ではない」
「個人的な充足感を得ることを政策の重要課題とするのは、地方政府として妥当ではない」。地域間競争を勝ち抜く重要性を強調し、「社会的な制度に直接作用するような根源的で骨太な施策」こそ進めるべき。
自民党広志会・つばさ（５人）：
「欲張りライフ」は抽象的で県政基盤を築く方向性を示していない。
各事業は場当たり的
　　
６．ひろしま都心活性化プラン（素案）（都市圏魅力まちづくり推進課）（1月18日）
(1)策定の背景・目的
　　「集約型都市構造」への転換
　　市域を越えた地域（広島広域都市圏、広島県域、中四国地方）全体が発展し、地方創生を実現していくためには、広島市の都心の中枢拠点性を更に向上させていく
(2)目標年次：
将来像と目指す姿：2045年、具体的な施策：2030年
目指す姿：
2 広島の魅力が人を惹きつけ、にぎわいと交流を生み出す
3 市民や世界中からの来訪者も往来しやすく回遊できる
③豊かな水と緑に囲まれ、多様な世代が安全・安心で快適に生活できる
(3)対象範囲：広島駅周辺地区と紙屋町・八丁堀地区を核とする「楕円形の都心」

Ⅳ．平和
・2016年10月28日に国連の第1委員会で核兵器禁止条約の制定の交渉開始について決議が採択された。日本政府はこれについて反対した。県は、外務省に対しては、我々の考えというのは常のコミュニケーションの中で伝えていることもあり、あらためて今回は文書を外務省に出しませんでした。今回は特にその必要は感じてなかったということです。
・「国際平和拠点ひろしま構想」を引き続き推進（17年度予算で5,900万円）
　経済活動を通じた平和構築などを考える「世界経済人会議」のミニフォーラムを開催

おわりに
　県民の日常生活から出発して、県民のいのちと暮らしを支え、中小企業を中心とする県内経済を支援する県政を考える。
